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2023年度探究学習課題

　幼児期には自然の持つ意味は大きく、直接触れる体験はとても大切なものです。

私たちの周りにはたくさんの植物がありますが、今回は、まず自分の身近にある「食べられ

る植物」を見てみましょう。そして、幼稚園・保育園ではどのように扱われているかフィー

ルドで観察します。それらを知ることを通して、保育の中の「食育」について理解を深めて

いきましょう。

1.第1回のレクチャー参加前に、自分の身近にある「食べられる植物」を探して、その存

在に気が付く。

 2.　1の植物が生長していく様子を見て、やがて自分たちの口に入るものになっていくこと

を理解する。

3.　幼稚園での栽培の様子を見て、どのような意図で行っているか考える。

4.　保育園の散歩コースには、どのような植物があるか子どもの視点になって探す。

5.　1～4を通して、子どもの身近にある「食」の環境を考察し、自分はどのように接してい

きたいか考える。

①自分の身の回りを歩いて情報収集する

②宝仙学園幼稚園の園庭など植物栽培、植栽の見学

③大学周辺の保育園の散歩コースの見学

○第1回（10/3（火）17：00～18：30、1回目のみオンライン（Zoom）開催）

　探求学習についてのレクチャー、事前課題で調べた事を発表します（1回目レクチャー

　に参加する前に、自分の身近にある「食べられる植物」を探しておきます）。

○第2回（10/15（日）14：00～15：30）

　宝仙学園幼稚園の園庭や、大学周辺の保育園の散歩コースを見学し、「食べられる植

　物」を探します。

○第3回（11/5（日）14：00～15:30）

　こどもの身近にある「食」の環境を考察してまとめ、発表します。

子どもをとりまく「食」の環境（植物）


